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学位論文審査結果報告書 

平成 25年 11月 20日 

 

大学院医学研究科長様 

下記のとおり学位論文の審査を終了したので報告いたします。 

 

【審査結果要旨】 

氏名 仕垣 幸太郎 

 

学位論文名 Immunohistochemical analysis of chromogranin A and p53 expressions in 

ulcerative colitis-associated neoplasia: neuroendocrine differentiation as an early event 

in the colitis-neoplasia sequence. 

 

大腸に癌が発生する経路として、大腸粘膜の正常な上皮細胞が癌化する系、良性の腫瘍

が癌細胞に変化する系、そして潰瘍性大腸炎からの癌発生は、慢性胃炎→胃癌、ウイルス

肝炎→肝癌などと同様に慢性炎症からの発癌の系であり、発癌機序を解明する上で重要な

臨床病態である。本研究では、low grade dysplasia (LGD) 26病変、high grade dysplasia 

(HGD) 32病変、invasive adenocarcinoma (INV) 27病変と数多くの標本を対象とし、癌抑

制遺伝子である p53 変異の表現型として p53 蛋白の発現に加え、chromogranin A の免疫

染色を行い神経内分泌細胞分化に着目した内容である。 

研究結果では、chromogranin A の発現は LGDに比し HGD、LNVで亢進しており、p53

単独のHGD診断感度 57.7％、特異度 68.0％、陽性適中率 65.2％、陰性適中率 60.7％と比

較し、chromogranin Aの併用によりそれぞれ、66.7％＆、80.0％、72.7％、75.0％に向上

することを示し、LGD と HGD の鑑別に有用性を示した価値の高い研究内容である。p53

の免疫染色の評価や chromogranin Aの染色パターンの解析については、さらなる検討を要

するが、神経内分泌細胞分化のメカニズム解明に今後の研究成果が期待される。 

本研究内容は、すでに Human Pathologyにアクセプトされており、学位論文に値する。 

 

                   

     論文審査委員 主査 大平弘正 

                              副査 田崎和洋 

                              副査 引地拓人 

 

 

 


